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－ み ん な で 学 ん で 備 え よ う － 
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小学校PTAを通じた地域防災力向上への取り組み

桂　利治　（社）日本技術士会東北支部防災研究会会員
仙台市立西多賀小学校PTA会長

１，はじめに（これまでの私の防災活動）
　技術士事務所を開業して間もなく（平成15年頃）、東北大学今村教授からのお誘い
で、「地域防災ゼミ」を受講しました。その中で、宮城県沖地震の切迫した状況を、恥ず
かしながら初めて知りました。知った以上は「技術士」として地域の防災力向上に何か貢
献できないか？と考えました。私は、技術士（技術者）である前に、一人の人間であり、
小学校に通う子供をもつ親であることから、その親としての立場から何かできないだろう
かと考え、小学校PTAを通じて地域の防災力向上を考えるようになりました。
　まず行動を信条とする性格から、早速手探りしながら「PTAレベルからの防災力向上」
を活動テーマに防災啓蒙活動を開始しました。 西多賀小学校PTA親児の会を通じて防災
講演を行い、自分のもつマネジメント技術を防災に応用しする「わが家の防災マネジメン
ト」を提案しました（平成1７年1月頃）。
　その後、平成17年度には親児の会代表となり、活動に防災色を加え、サマーキャンプ
（学校に宿泊）に防災講演や災害食体験などを取り入れたり、秋には街歩きと防災マップ
作りを企画するなど、子供のイベントを通じて、親たちの防災意識向上もねらいました。
　平成18年度にはPTA副会長となり、後述する「町内会の区分けに準じたPTA地区会再
編」を担当することとなりました。平成19年度にはPTA会長となり、地区会再編を推進
するとともに、PTAおよび周辺町内会向け防災講演会（11/15予定）を企画しているとこ
ろです。

２，地域防災力の鍵「コミュニティ」について
　最近の私の最大の興味対象は、「コミュニティ」です。
　地域の防災力を向上するためには地域のコミュニティが大切であるということは、防災
に携わる方々が誰しも口にすることです。
　しかし実際のところ、都市地域におけるコミュニティの希薄さは、よく言われるところ
ですが、非都市（田舎）地域でも、人口減少、都市への人口流出などの影響もあり、従来
型のコミュニティはだんだん希薄になってきていると言われます。
　西多賀小学校学区内については、西多賀地域では既存市街地の少子高齢化、住民の入れ
替わりが発生しています。また、富沢地域では、マンション等の集合住宅や新規分譲住宅
がいまなお増加しています。そしてまた、賃貸住宅が多いため、いわゆる転勤族も多く、
住民の入れ替わりの多い地域でもあります。学区内全体としては、都市地域の問題を抱え
ている地域といえます。
　地域コミュニティに関しては、最近はマンションの自治会等がしっかり機能しているこ
とが多く、既存の町内会に加入する必要を感じない人も少なくありません。

パネルディスカッション

パネリスト資料



　その一方で、子供をもつ親は学校のPTAという組織（コミュニティ）に加入していま
す。本学区の場合、学区域を１２地区に分けた地区会が、PTA活動の地域主体であるとと
もに、子供会としての役割も担っています。
　私は、PTA本部員になるまでは、子供会は町内会に準じるものだろうと思いこんでいま
したが、本校では、地区会（＝子供会）と町内会は合致してはいません。境界線がずれて
おり、二つの町内会にまたがる地区会が存在しています。そして、その相違を無くそうと
いう議論が何年にもわたって行われており、たまたま私がPTA副会長となった昨年にその
統一を実行する計画となっていました。
　そして実際に、地区会を町内会の境界に合致させようという活動を始めたところ、さま
ざまな事実がわかりました。
　大きな驚きは、町内会は任意団体であるため、その境界線は市／区役所等では特に管理
していないということでした。地区分けの根拠にしようとしたものが、任意に定められて
いる非常にあやふやなものだったからです。現に、直接町内会長さんに確認してみても、
町内会の境界線は完全な線を描けるわけではなく、隣接する町内会の境界線付近にどちら
にも町内会費を払っていない集合住宅があるような場合、どちらの町内会も属さない空白
地域が判明したりしました。
　この地区会の再編に関しては、PTA会員内部からの反対意見もあり、昨年度中には完遂
できず、本年度も継続して議論を重ねながら計画中です。「安全・安心な西多賀小学校学
区の維持」に向けて、地域におけるPTAの役割の追求とそれを実現するための計画を立て
ています。
　組織は目的を実現できる形であることが望ましいですが、地区会の形には唯一の正解な
どありません。現状では、学区全体の人数のバランスを見ながら、「PTAの持つ力を学区
内の地域社会でより活用しやすい形」、また、「地域住民の力を子供たちの健全育成に活
用しやすい形」として、「町内会と合致するような形」での再編を進めています。
　正解がないため、非常に難しい課題であることを実感しながら、地区再編プロジェクト
を進めています。

３，終わりに
　地域防災力の向上を目的として、地域の連携を推進することは重要ですが、非常時の対
応を常時から行うことはなかなか難しいです。既存の地域コミュニティの機能が、時代に
そぐわなくなってきたような場合、それに固執してもやはりうまくいきません。
　「有事に住民の安全を確保する」という目的に対して、常時機能しているコミュニティ
をどのように活用し、足りない部分をどのように補完していくかを考えていくことが重要
だと考えています。
　学校PTAという比較的強固なコミュニティを介して常時の地域連携を図っていくこと
は、きっと地域防災力の向上にも役立つだろうと思っています。

以上
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